
〈実践論文〉

三重県の地域的特色をとらえる中学校地理授業「私たちの住む三重県」

～新学習指導要領における地理授業のあり方を求めて～

本報告は， 2002年 11月から 2003年3月にか

けて，三重県上野市（現伊賀市）立丸山中学校

でおこなった実践である。

I 社会科の目標と学習指導要領における中学

校地理学習

(1) 社会科の目標

人間はだれでも，さまざまな人々や社会，自

然，文化などと関わりを持ちながら，豊かに生

きたいと願っている。そして，そのような願い

を実現しようと，さまざまな工夫や努力をしな

がら生きている。私たちはさまざまなかかわり

をもった社会の中で生きている。

そのような社会での人々の生活について，総

合的な理解を図り，「公民的資質の基礎を養う」

ことをねらいとしているのが，社会科の学習で

ある。つまり社会科は，主として人間と人間の

かかわりや，人間と社会や自然，文化などとの

かかわりあいを学び，社会の中で生きる力を育

てる教科である。

こうした社会科の学習指導において求められ

ることは，児童•生徒が自分で社会のかかえる

問題を見つけ，自ら考え判断しながら，自ら解

決していく資質や能力，すなわち問題解決の方

法や学び方を身につけるとともに，問題解決の

喜びを実感できるようにすることである。単に

知識や技能をあれもこれも言葉として記憶させ

ることが重要なことではない。問題解決能力と

は，生活や学習の中ではじめて遭遇する課題や

場面において，さまざまな情報の中から自分に

とって本当に必要とする情報を取捨選択しなが

ら，主体的に自らの考えや解決策を築き上げて

いく力であり，問題解決学習は児童• 生徒ひと
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りひとりが自らの問題意識に即して学習問題を

とらえ，それに主体的に取り組み，思考を働か

せて，その解決のための方策を探求することが

できるように自主的な活動を組織する学習のこ

とである。

知識詰め込み教育ではなく，こうした問題

解決学習の取り組みによってこそ，社会科がそ

の成立以来めざしてきた人間と人間のかかわり

や，人間と社会や自然，文化などとのかかわり

を理解できるのであり，さらにひとりひとりの

その子らしさが認められることによって，自

をもって社会に対して主体的に働きかけること

のできる能力である「生きる力」も育てられる

ものと考える。

(2) 新学習指導要領における中学校地理学習

多様な情報・価値観が氾濫する現代社会に対

応するためには，用語としての地理的知識の獲

得だけでなく，学び方を学ぶこと，つまり知識

を取捨選択し使いこなす能力，「生きる力」の

育成が必要である。しかし，ややもすれば中学

校社会科地理の授業では表面的な知識の教授が

中心となる傾向が多く見受けられる。そこで本

単元では，生徒の興味関心にもとづいた話し合

い活動や調査活動を大切にする中から，言葉と

しての地理知識を獲得するだけでなく，学び方

を学び，知識を応用して生かすことができるよ

うな授業の実践，「生きる力」の育成をめざし

たいと考える。

新学習指導要領の地理の目的に「地域的特

色をとらえるための視点や方法を身につけさ

せる」「各地域の特色には地方的特殊性と一般

的共通性があること，また，それらは諸条件の



変化などに伴って変容していることを理解させ

る」という一節がある。そこで本実践では，

重県の地理的・歴史的・文化的などさまざまな

特徴を教材として，新学習指導要領の目的を

現するための指導のあり方についての研究を進

めた。具体的には，三重県は近畿•関西か中部・

東海か，についての話し合いや調査をする過程

の中で，伊賀地方の特徴や住民の思いを切り口

として，三重県の地方的特殊性と一般的共通性

をとらえさせたいと考えた。

II 指導方法

(1) めざす生徒像

多様な情報・価値観が氾濫する現代社会に対

応するためには，言葉としての知識の獲得だけ

でなく，学び方を学ぶこと，つまり知識を取捨

選択し使いこなす能力の育成が必要である。そ

こで中学校社会科で目指す子ども像を以下のよ

うに設定した。

社会事象やその変化に興味を持ち，自ら

学ぶ意欲をもって学習に参加しようとする

子ども。

② 疑問や問題を解決したりするために資料

を収集し，活用することができる子ども。

資料を活用したり，他の子どもの意見を

取り入れたりしながら，思考・判断するこ

とのできる子ども。

④ 自己の考えやその変容，学習内容などを

筋道だてて表現できる子ども。

⑤ 学習で得た力をもって社会の変化に主体

的に対応し，よりよい社会を築いていくた

めに，意欲的に考え，行動しようとする

ども。

生徒が授業の過程を通じて，①の段階から②

③④の段階，そして⑤の段階へと成長していく

ことをめざしたい。

そのためには，生徒が自分で問題や課題を見

つけ，自ら考え判断しながら，自ら解決してい
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く資質や能力，すなわち問題解決の方法や学び

方を身につけるとともに，問題解決の喜びを

感できるような授業を構想したいと考える。

(2) この教材の持つ意味

本教材は，生徒が身近な伊賀地方そして

について話し合い・調査をするなかから将来

の伊賀地方・三重県を考えることと，住みよい

地域とは何かを考えることを想定している。一

つは身近な地域教材をつかい生徒が社会科で必

要とする問題解決能力の育成をめざしたもので

あり，もう一つは地域に愛着を持ち，将来地域

の担い手になっていけるような生徒の育成をめ

ざしている。

具体的には，自分たちの郷土に対してあまり

関心をもっていなかった生徒，三重＝伊賀とい

う狭い認識しかもっていなかった生徒が，ただ

は関西か東海か」という導入教材に興味

を持っただけの段階から，郷土の現状やかかえ

る様々な問題点について，話し合い活動や調べ

活動をおこない，様々な人の考えや願いにふれ

ることにより，上記(1)のめざす生徒像の①の生

徒から始まり②③④の生徒，そして⑤の生徒へ

と成長していくことをめざしている。

(3) 評価

各時間ごとに，生徒に自己評価をおこなわせ

る。これにより生徒ひとりひとりに自らの授業

への取り組みの様子・意識の変化を把握させ，

次時からの活動の方向や意欲につなげたい。ま

た同時に，教師が生徒の社会的事象について取

り組みの様子や解決する能力がのびてきている

かどうかを判断する手だてとしたい。つまり，

自己評価をめざす生徒像の①から始まり②③④

ヘ，そして⑤へと成長しているかどうかを見極

める一つの手段としたいと考える。

さらに，指導の流れにそって生徒の活動を

価する観点を定める。めざす生徒像にむけての

評価別観点である。生徒の問題解決能力の伸長

を見つめるとともに，次時の指導のあり方を考



える手だてとしたい。

皿 教材となる地域の概要

(1) 三重県は近畿•関西それとも中部・東海

三重県は，近畿と中部の中間に位置し，それ

ぞれの中心都市である大阪と名古屋に近接して

いることもあり，文化や経済など様々な側面で

双方の影響を強く受けている。

そのためか三重県はしばしば近畿•関西とし

て扱われたり，中部・東海として扱われたりと，

地域的な区分は一定しない。

たとえば，中学校教科書や地図帳では，

県は近畿地方と区分されている。広辞苑でもや

はり近畿地方になっている。しかし行政機関の

場合，ごく一部を除き大半が，三重県を中部・

東海ブロックに区分している。

マスメデイアの区分でも混在している。

な新聞も多くは中部・名古屋本社発行である

が，三重県西部の伊賀地方や南部の東紀朴1地方

の一部地域（熊野市）の新聞の多くは大阪本社

発行である。主なテレビ番組も多くは名古屋の

テレビ局の配信であるが，伊賀・東紀朴Iな

部地域では大阪のテレビ局からの番組を見る。

また，鉄道も JR亀山駅以東は JR東海，以西

はJR西日本に分かれるし，電力供給は大半が

中部電力からであるが，一部は関西電力のエリ

アである。

日常の生活も，伊勢湾岸地域の住民は人的

にも物的にも名 との結び付きが強く，プ

ロ野球であれば，中日ファンが多い。他方，大

阪への交通が便利で通勤圏となっている伊賀地

方は，関西という意識が強い。当然プロ野球は

阪神ファンが多い。市外局番を名古屋圏と同じ

0 5から関西と同じ 07ではじまる番号に変え

ようという運動もあるほどである。

民俗学的にも，正月の雑煮は東の北・中勢地

域は角餅で関東風のすまし汁。関東すなわち

の文化圏を表す。一方，志摩や南勢地域と伊賀

地域は丸餅で味噌汁が多い。関西すなわち西の

文化圏を表す。

また，インスタント食品のようなどこで食べ

ても同じ味に思える工業製品も，違う味付けが

されている。一例をあげれば，カップ麺の日

どん兵衛では (E) か (W) と小さく表示され

ており， (E) は濃い味の関東風， (W) は薄味

の関西風を示している。その境界線がまたがっ

ているのは，伊賀地方である。

まさに，三重県は行政や文化の東西の「結節

である。

(2) 伊賀びとのおもい

55 -

伊賀地域は三重県の北西部に位置し，滋賀県・

京都府・奈良県に隣接している。伊賀を流れる

河川はすべて木津川となり，最終的には淀川と

なって西の大阪湾に注ぐ。

伊賀地域の行政圏域は，上野市・名張市・

伊賀町・島ヶ原村・阿山町・大山田村・青山

町の 2市 3町 2村 (1) で，面積は三重県全体の

11.9%にあたる 688k面，人口は 9.9%にあたる

184,831人（平成 12年国勢調査）である。昭和

40年代からは大阪圏のベットタウンとして近鉄

大阪線沿線の住宅開発が進み，名張市では 2.6

倍，青山町（現伊賀市）で 1.5倍に人口が増加

している。

歴史的にも，壬申の乱の際に大海人皇子が伊

賀を通過するなど，古くから奈良や京都から伊

勢への交通の要衝として開けてきた。そのため，

古代から時の都の影響を強く受け，隣接する大

和・山城・近江地方と共通性の高い生活文化，

祭り，伝承などを有している。

現在においても，関西圏と中部圏の結節点に

し，関西圏と中部圏の商圏が交錯するエリ

アになっているが，企業立地や集客交流では中

部圏よりも関西圏からの立地企業数，入込客数

の割合が高くなっている。

また，地域の南部を中心に関西圏へ 2万人が

通勤・通学するなど，買い物や娯楽の面を含め，

日常生活圏としての生活空間を共有している。

さらに，住民の多くは日常的に関西系のテレビ・

ラジオを受信し，関西地域と同じ紙面の新聞を



購読するなど，「伊賀は関西」という意識を強

く持っている。

しかし，伊賀地域は関西系のテレビ・ラジオ

局等の報道機関の取材エリア外にあり，出版の

面でも伊賀の情報は主に東海系の雑誌に掲載さ

れている。このように，伊賀地域から積極的に

情報発信しないかぎり，関西地域の住民に伊賀

地域の情報が届きにくい状況にある。情報発信

カの弱さと相まって，関西地域の住民には伊賀

地域が実態よりも遠いと感じられている。伊賀

地域の住民の関西地域への思いに比べ，関西地

域の住民の伊賀地域への関心は低く，両者の意

識には大きなギャップがあるといえる。

また，伊賀地域は行政的には東海地域に属し

ており，関西地域の行政や関係団体との交流の

機会は多くないといえる。特に，関西地域に通

勤・通学する住民が運転免許の更新やパスポー

トを取得する場合や，関西地域から伊賀地域に

進出した企業が行政の許認可を受けようとする

場合には，日常の活動エリアとは逆の津市や名

古屋市へ行く必要があるなど，住民の日常生活

圏や企業の経済活動エリアと行政エリアとの間

にギャップが生じている。

まさに，生活圏としての伊賀は関西，行政圏

としての伊賀は東海なのである。

(3) 三重のくにづくり

平成 10年度，三重県は「三重県広域交流構想」

を策定した。これは，三重県が近畿，中部の両

圏域を結節する位置にあるという地理的優位性

や豊かな歴史文化資源に代表される地域特性を

生かして，両圏の資源の共有化や機能の相互補

完を進める交流・連携の取り組みを積極的に進

めようとするものである。また伊賀地方につい

ても「三重のくにづくり宣言」のなかで，自然

との共生を図りながら，地域の歴史と伝統文化

を生かしながら，近畿圏・中部圏の両大都市圏

に近接するという優位性を生かして交流・連携

を強化することを期待している。

折しも，三重・畿央地域は首都機能移転の候
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補地の一つとなっている。これは三重が日本の

国土の中央に位置し，全国から均等なアクセス

が可能であること。また，近畿圏と中部圏の結

節点にあることにより，両圏域からの独自性を

保ちながら連携して首都機能を担うことが大き

な理由の一つにあげられている。

つまり，三重の将来は，近畿関西圏・東海中

部圏のどちらに属するかということにこだわる

のではなく，結節点としての地理的優位性を生

かすことにかかっているのである。そして，そ

こに住む人々が暮らしやすい地域社会を実現す

ることにかかっているのである。

IV 対象生徒について

(1) 生徒の社会科認識

1年A組は男子 13名・女子 14名，計 27名

のクラスである。社会科の授業への取り組みは

とても積極的である。 4月からの授業では，生

徒たちの意見や疑問を中心として進んでいくこ

とが多い。

4月入学時に社会科に対する意識調査を実施

した。主な結果は以下の通りであった。

〈社会科は好きか〉

好き 14人 ふつう 7人 嫌い 6人

〈社会科で重要なことは〉

言葉を覚える 7人 調べる 14人 考え

し合う 6人

〈今までの社会科の授業は〉

先生が説明する 20人 調べたり見学した

りする 13人 疑問について話し合う 11人

（複数回答）

社会科を「好き」であるという生徒が多い。

また，社会科で重要なことは「言葉を覚える」

ことよりも「調べる」ことや「考え話し合う」

ことであると認識している生徒が多い。が，

までの社会科の授業は「先生が説明する」こと

が多かったことがあらわれている。特に「嫌い」

であると答えた生徒 6人全員が今までの社会科



の授業は「先生が説明する」と答えている。また，

〈社会の学習は何のためにすると思いますか

述式）〉という項目については，「知識を得るた

め」という内容を書いた生徒よりも「大人になっ

たとき社会に役立てるため」という内容を

ている生徒の方が多い。

このことからも，生徒は社会科の本来の目標

である「公民的資質の育成」ということに気づ

いているようである。しかし，授業の実態は調

べたり話し合ったりするよりも，教師が説明に

終始することの方が多いようである。

このような生徒に対して，生徒が自分で問題

や課題を見つけ，自ら考え判断しながら，自ら

解決していく資質や能力，すなわち問題解決の

方法や学び方を身につけるとともに，問題解決

の喜びを実感できるような授業を構想したいと

考えた。

(2) 丸山中学校の生徒と地域認識

丸山中学校は近鉄伊賀線・大阪線に沿った上

野市（現伊賀市）の南東部を校区とし，依那古

小学校・比自岐小学校・神戸小学校の 3つの小

学校区からなる。依那古小学校と比自岐小学校

は人口移動の少ない農村部が校区である。一方，

神戸小学校は農村部に加えてあたらしく開発さ

れた住宅団地，伊賀神戸駅周辺の朝日ヶ丘町・

上神戸南団地地区，美旗駅に近いきじが台地区

を校区にしている。近鉄大阪線を使えば伊賀神

戸から大阪へは約 1時間の距離にあるため，大

阪へ通う人のベッドタウンとなっている。 1

生（総数 54人）ではこのベッドタウンに住む

生徒が 17人で，うち転入元は大阪府 10人，

良県 3人，愛知県 2人，埼玉県 1人，三重県内
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1人である。伊賀地方以外で働く家族は15人で，

大阪 9人，奈良 4人，津 1人，名古屋（単身赴任）

1人である。また以下のアンケート結果からも

明らかなように，生徒の多くは東海地方の都市

よりも関西地方の都市，特に大阪に対して明ら

かに親近感を持っている。

〇もっとも身近に感じる都市は（大阪・奈良・津・

名古屋から選択）

大阪 28人，奈良 12人， 10人，名古

4人

い物や遊びに行く都市は（伊賀地方以外で

複数回答）

大阪 25人，奈良 6人，名古屋 6人，津

4人， 以下略

単元に入る前， 1年A組の生徒に三重県に

ついて疑問に思っていることについて調査をし

た。今回のテーマである「三重は近畿なのか，

中部なのか」「三重は何地方か」をあげた生徒

がいた。またテーマに関わるものとしては「三

重よりは，伊賀とか伊勢というイメージの方が

強い。なぜ三重なのか」「三重はなぜ目立たな

いのか」があった。ただ，なしと答える生徒も

多く，郷土である伊賀地方や三重県についてあ

まり興味を持って生活しているとはいえない。

また三重についてのイメージや疑問をあげさ

せたところ，忍者やかたやき，組みひもといっ

た伊賀地方に関わるものがほとんどであった。

つまり生徒の三重に関する認識は，三重全体に

広がっているのではなく，三重＝自分たちの生

活する伊賀，という認識であると考えられる。



V 指導過程

(1) 指導の構成

1次 三重は近畿関西か中部東海か〈導入〉

第 2次 自分たちは関西人だと思っているけ

ど，三重を近畿関西と思っていない三

重県人がいる〈認識の矛盾〉

第 3次 三重県内の中学生の認識を調べよう

〈アンケート調査〉

第 4次伊賀の人だけが関西と思っているらし

い〈認識の展開 I〉

第 5次伊賀の人だけが関西と思っているわけ

を調べよう〈調査・考察〉

第 6次 伊賀の人だけが関西と思っているわけ

を考えよう〈認識の展開 II〉

第 7次 三重県について行政・教科書会社・諸

機関や他地方の人はどう考えているの

か調べよう〈質問調査〉

第8次 三重県はどうあるべきなのかを考えよ

う〈認識の展開m〉

第 9次 自分たちの三重県・伊賀に対する思い

を明らかにしよう〈思考の発展〉

(2) 指導のながれ（全29時間）

く第 1次> 1時

導入：生徒アンケート＜身近に感じる都市＞結果

（大阪 52%、奈良 22%、津 19"/o、名古屋 7%)

→ 感想、

親戚が多い（特にきじが台の人）

言葉で違和感がない など

うちら関西人やんなウ

提示：生徒疑問「三重は近畿関西か中部東海か」 (DA)

（その際、日本地図（掛け図）を使い、三重県の位置およぴ近

畿関西、中部東海の位置を閉単に確認）

→ 話し合い

・地図帳で見たら近畿と書いてある

・話し言葉は関西弁だ（あほとバカの使い方）

・携帯竃話は東海である

•最近中部と聞くことが多い

•TVの天気予報の問題

・味覚の問題（雑煮、どん兵衛）

・エスカレーターの乗り方 など

評価の観点

c話し合いから自

分なりの関心を持

てたか（興味関心）

0関西＊東悔につ

いて紐っているこ

とはあるか（知識

理解）

→ 自分なりにどちらと思うか、考えとその根拠を明らかにし !@自分なりの考え

よう （調査用紙記入） I iと根拠をもつこと

（結果：近畿関西と思う生徒 81 % 中部東海と思う生徒 8%)

く第2次> 2~4時

考えと根拠をもとにして、

話し合い「三重は近畿関西か中部東海か」

内容

ちら関西人やんな？ をきっかけに話し合い

→ 話し言葉の問題

地図

TVの天気予報

携帯電話のエリア など

関西でいたい

ができたか（思考）

c自分なりの根拠

をもとに考えるこ

とができたか（思

考）

0話し合いに関心

を持って取り親め

たか（興味関心）
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（まだ、この時点では生徒の三重認識は、三重＝

伊賀であり、三重県全体に広がっていない）

提示：電話市外局誉分布図・携帯電話ネットワーク図

（三重県は中部東海圏になっている）

感想の発表

近い三重を入れないのはどうしてだろう

関西に入れてほしい

もとから関西ではないのか

おかしい

提示：伊賀地方の電話番号「07」化の動き（新聞記事）

感想の発表

勝手に中部に入れられた

関西に入れてほしいから言っている

→ 賛成

↑ 
提示：桑名正和中生徒の電話番号についてのアンケート結果

(O 5でよい、 07化はおかしい）

感想の発表一話し合い

「そんなことをいうのはおかしい、三重は近畿関西だ」

「正和中の生徒はなぜそんなことをいうのか」

→ 三重県の地理的状況の把握ヘ

（三重県には他にも様々な地域があることに気づき、三重県

という認識が三重＝伊賀から三重県全体に広がる）

三重は布引山地で二つに分かれている

三重県は二つに分かれたらよい

← 分かれる必要はあるのか

地域が分かれているだけ

…• 伊賀・北勢・中勢・南勢・志摩・東紀州

昔は国に分かれていた ・・・・伊賀・伊勢・志摩• 紀伊

三重は分れていない、ひとつ

川の流れ伊賀は大阪湾へ、その他は伊勢湾へ

↓ 
関西だろうか (KK)

I 三重は政治的に中部、文化的に近畿？
言葉 •TV· どん兵衛•野球の地域割

県ができた時のいきさつはどうだろう

でもうちらは関西人だと思う

↓ 
「三重県内の他の地域の人はどう考えているのだろう」

↓ 
他地域の生徒や伊賀地域の他の生徒にも聞いてみよう

（桑名• 四日市・亀山・津・志摩•紀南・名張）

く第3次> 5~7時

く他の中学校の生徒へのアンケート調査＞

fどういうことを聞けばよいだろう J

↓ 
調査内容について話し合い→調査項目の決定

・三重は近畿関西それとも中部東海、あなたはどちらと思いますか 9

• あなたは大阪と名古屋どちらを身近に感じますか？

あなたは関西人ですか？

轟あなたが見ているテレビ放送は大阪からですか名古屋からですか？

• あなたは何弁を話しますか？

• あなたの家の料理の味は？

• あなたの家の正月のおぞうにの味は？

・三重県の電話市外局番についてどう思いますか？

・三重県を布引山地で2つに分けることをどう思いますか？

調査方法の確認

・アンケート用紙の作成について

・依頼の仕方について

調査の様子

社会係を中心にアンケート・依頼文を作成

→クラス全体でアンケート・依頼文を検討

→社会係によるアンケートの発送作業

→ クラス全体でアンケートの集計

社会係を中心に謝礼文の検討

→社会係による謝礼文およびアンケート集計結果の発送作業

く第4次> 8~9時

前提の確認「三重は近畿関西である」

I 
アンケート結果の発表

→名古屋のT Vを見ている人が多い

言葉は多くの人が関西弁だと思っている

0自分なりの関心

を持って話し合え

たか（興味関心）

c新しい情報を加

えて考えることが

できたか（恩考）

0調査項月作りと

集計に関心を持っ

て取り組めたか（興

昧関心）

c今までの話し合

いの内容を考え調

査項且を作ること

ができたか（思考）

0調査結果をわか

りやすくまとめる

ことができたか（資

料活Ill)

c思考の視点を変

えながら考えるこ



関西人とは思っていない

伊賀だけ関西を身近に感じている

伊賀の人だけ関西と思っているのに他の地域の人は思って

いない → なぜ？

言葉と身近に感じる所は一致しないのか

阿田和は？

→ 話し合い「伊賀の人だけが関西と思っているが、他の虹

の人が思っていないのはなぜだろう」

伊賀地域以外の人も関西弁を話しているのに 9

伊賀以外は生活は名古屋が中心なのか？

伊賀だけ地形的に出っ張っている

昔の国で影響があるのではないか

昔はどこの影響があったのか

阿田和は他の地域と違いそ

→ 「伊賀は本当に近畿関西と考えていいのか」

く第5次> 10~12時

ー→それぞれの地域の人がなぜそう思ったか、理由を謂ぺてみよう

lひとりひとりが予想をたてる

2予想に迫るための調査テーマの設定をおこなう。

3調査の方法を考える

4調査する

5わかったことをテーマに沿ってまとめる

（それぞれの地城の特徴を調べることにより、伊賀・三重をあら

ためて見つめ直す）

→ 本や資料、インターネットで調べてみよう

調査内容

農業、工業、通勤、商聡、交通、マスコミ、生活文化、言語、

歴史、総合・新しい動き

く第6次> 1 3~ 1 9時

闘べ学習結果の発表と話し合い

テーマ「伊賀の人だけが関西と思っているが、他の地域の人が思っ

ていないのはなぜだろう」

農業

工業

東紀州をのぞき、米作りが中心

東紀州はみかんが多い

松阪牛・伊賀牛

野菜はそんなに多くない

北勢は名古屋が近いから野菜作りの割合が高いようだ

土地が宅地化により農業従事者が減っているようだ

※農業のやり方は差が少ない

※出荷先がわかれば地域差がわかるが

四日市・鈴鹿は中京工業地帯の一部になっている

公害として四日市ぜんそくがおこった

伊賀地方には大阪を本社とする会社の進出が多い

伊賀はなぜ大阪が多いのか

※関係あるかもしれない

買い物
四日市・桑名の人は名古屋へ

名張•青山の人は大阪へ

通勤・転居

北勢は名古屋、統計に大阪がない

南勢は名古屋のほうが多い

伊賀は大阪、統計に名古屋がない

大阪方面から伊賀、かつて大阪にあった会社へ働きにくる人

も少しはいる

交通・電車

伊賀は大阪への本数が圧劉的に多い

北勢は名古屋への本数が圧倒的に多い

→東紀州の人はどこへ行っているのか

→熊野地方としての一体感

※関係ありそう

もち文化

伊賀だけ関西の影響

三重県を丸餅と角餅の境界が通る

→関西の文化と江戸の文化の境界

布引山地で分かれる

川の流れる方向

※食べるものが似ていたら考えが近いかな

長良川を境に三重県は関西弁に近い

昔の国の境で差

伊賀と伊勢は布引山脈で行き来が少ないので差

とができたか（思

考）

0話し合いに関心

を持って取り阻め

たか（興味関心）

c今までの話し合

いの内容を考えな

がら調べたり賀問

できたか（思考）

c目的に応＇こて、

様々 な資科を用い

て調べられたか、

員査結果をわかり

やすくまとめるこ

とができたか（賢

料活月）

0積極的に調査活

軌に取り紐めたか

（興昧関心）

c自分が調ぺたこ

とを振り返りなが

ら考えることがで

きたか（思考）

0調査結果をわか

りやすく提示する

ことができたか（資

科活月）

0発表された内容

を理解することが

できたか（知諏理

解）

0発表をしっかり

と聞き、その後の

話し合いに関心を

持って取り絋めた

か（興味関心）
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※関西弁ならみんな関西と思うのではないか

→身近に感じる地域と違う

→身近の基準は何か

歴史

↓ 

もともと三重は畿内とのつながり

北勢は信長の支配により尾張とのつながり

江戸時代、三璽は9つの藩により支配

伊賀は江戸時代、津を中心とする藤堂藩が支配

0伊賀（上野盆地）は大阪を身近に感じる

大阪の人も住み、文化も関西

・南勢は鉄道・道路などにより名古屋とのつながり

※三重県とは•…いろんな地域のつながり

どこへでも便利

正式に決まっていないのではないか、国が決める？

三重はどちらでもいえる

東海という人もいるし、関西という人もいる

※しかし、伊勢平野のほうが人口が多いから、伊賀も東海にまとめ

られていることはないか、無理矢理は困る

↓ 
いろんな立場の人に聞いてみたい

新しい動き

7化運動Jは伊賀に不利益があったからおきた

→どんな不利益か まだやっているのか

※伊賀は関西とのつながりが多いから、三重をまとめて東海と

見てほしくない

※身近に思っている地域と同じほうがよい

→北勢の人は関西とは思われたくないだろう

三重を二つに分ける？

道州制の動き (PHP靱誼）で三重は東海に区分されている

福井県も三重県とよく似ている

→似た文化でまとめるなら伊賀は違う

決める人に（違うと）いう必要がある

三重を分けて考えたらよい

自分の意識している方で

聞いてみよう

→だれに聞くか

国土交通省の人に

帝国書院（教科書会社）の人に

三重県庁の人に

電話番号「07化運動」の関西TVの岡本さんに

大阪・名古屋・熊野に住んでいる人に

→それぞれ何を聞くか考えよう

＜第7次 > 20時

く（手紙による）聞き取り調査＞

調査内容について話し合い→調査項目の決定

釦士交通省 1@今までの話し合

県を分けたときの基準 ！いの内容を考えな

地方はどうして分けているのか iがら質問が作れた

・地方をどういう基準で分けたらよいか iか（思考）
• 三取は近畿か東海か、どちらに入れるのか

・三電が近畿か中部か、正しくは決まっているのか

・教科青で二軍を近畿に入れた理由

・道州制についてどう思われますか

•伊賀地方では身近に思っている地域（大阪方面）と県が違います。同じ方がよい

と思いますか

・住んでいる人の考えと、県としてのまとまりのどちらが大切だと思いますか

・ニ霞は布iJI山脈で)11が伊勢湾と大阪湾で分かれ、文化も変わります。県を二つに

分けることはいいと思いますか

二重県

＊三重県は何地方になるのか

三貢県独自の文化って何ですか

・地方をどういう某準で分けたらよいか

•伊賀地方では身近に思っている地域（大阪方面）と県が違います。同じ方がよい

と思いますか

・住んでいる人の考えと、県としてのまとまりのどちらが大切だと思いますか

二霞は布引山脈で/IIが伊勢湾と大阪湾で分かれ、文化も変わります。県を二つに

分けることはいいと思いますか

帝国書院

・三重をどちらの地方に人れるのか

三重を近畿に人れた埋由

・ニ霞の多くは東海を身近に感じる人が多いようですが、どうして近畿にしたのか

・地方をどういう某準で分けたらよいか

・地図を作っているときに三霞を関西にしようか中部にしようかと考えたりしない

のか

・地方はどういう役割をしているのか

伊賀地方では身近に思っている地域（大阪方面）と県が違います岱同じ方がよい

と思いますか

・住んでいる人の考えと、県としてのまとまりのどちらが大切だと思いますか

讐二重は布引山脈で川が伊勢湾と大阪湾で分かれ、文化も変わります。県を二つに

分けることはいいと思いますか

PHP研究所

; 0積極的に質問項

1月を作ることがで

！きたか（興味関心）



・道州制を詳しく

・道州制はどうなるのか

道州制はなぜ考えたのか

道州制をする日は本当に来ると思いますか

、道州制の利益・不利益

・道州制にしたときの地方の分け方

そのわけ方にした某準

・文化で分けようとしているのなら伊買は閲西である

二重はやはり東海ですか

・道州制案で三軍は東海に人つているが、伊袈を文化的に近い関西にできないのか

・道州制をするのに、どうして住んでいる人が納得できる地方分けをしないのか

地方をどういう基準で分けたらよいか

• 伊賀地方では身近に思っている地域（大阪方面）と県が違います。同じ方がよい

と思いますか

三重の中で二つの地方があったらだめなのか

傘住んでいる人の考えと、県としてのまとまりのどちらが大切だと思いますか

傘二重は布引山脈で川が伊勢湾と大阪湾で分かれ冷文化も変わります。県を二つに

分けることはいいと思いますか

f電話番号07化運動」関西テレピ岡本さん

• 「07」化はどういう運動をしたのか、その経過は

運動はどうなっているのか

「OSJだとどんなイヰ利益があったのか

• どういう思い出でその運動をしていたか

・何をねらって運動をしたのか

なぜ伊賀を近畿地方のひとつと考えてほしいのですか

曇これからも運動を続けていくのか

・伊賀だけ無理矢理東海は困るという意兄が出ましたがどう思うか

• 伊賀地方では身近に思っている地域（大阪方面）と県が違います。同じ方がよい

と思いますか

・住んでいる人の考えと、県としてのまとまりのどちらが大切だと思いますか

三重は布引山脈で川が伊勢湾と大阪湾で分かれ、文化も変わります。県を二つに

分けることはいいと思いますか

・地方をどういう基準で分けたらよいか

熊野の人

・ ニ霞県はどちらの地方だと思っているか

地方をどういう基準で分けたらよいか

等伊賀が関西に入ったらどう思いますか

名古屋は遠いのに大阪に比べて身近に感じるのはどうしてですか

大阪・名古屋の人

・三重県はどちらの地方だと思っているか

• 三軍は東海と関西どちらに人ってほしいですか

・三霞県が関西に人ったらどう思いますか

• 伊賀が関西に人ったらどう思いますか

・＝重県をどんな県だと思っていますか

・地方をどういう基準で分けたらよいか

調査方法の確認

・依頼の仕方について

社会係 (MY·HY·KK) と FMを中心に依頼文を作成•発送

↓ 
＜第8次> 21~24時

手紙やビデオレターをもとにした話し合い

テーマ「伊賀は関西とのつながりが多いから三重をまとめて東海

とみてほしくない」「住んでいる人が納得できる分け方をしてほし

い」について

総務省

国土交通省

三重は近畿圏でもあり中部園でもある

→そんなこと調ぺてわかっていることである

帝国書院

明治の教科書から三重を近畿にしている

理想は自然・歴史・産業・商涸・文化などをトータル的に考え

るとよい

法律的な規定はない

↓ 
〇私たちはなんの答えがほしかったのか

ー※ほんとうはどちらの地域なのか

大阪の人

伊賀を関西と思っている人

経済・文化・交通・自然・歴史が関西と結びついている

東海と思っている人もいる

→私たちは我慢する必要がある

↑ 

伊賀は名古屋と関わりがないのにあかん

住んでいる人の意見が優先、我慢するなら分ける

愛知の人

愛知の人にとって三重は大切、中京工業地帯も近い

←伊賀をみていない

地域住民の最優先、県を考え直すことも大切

↓ 
0どうしたら納得するの

→※文化の違いをわかってほしい

※伊賀はなんか違うこと

07化運動の岡本さん

自分たちのためのシステムを作ってほしい

正しい名前で呼ばれたい

自分たちが快適に過ごせるかが基準

＝伊賀を関西に入れる＝三重を分けてもよい

↑ 

なぜ関西とよばれたいのか

c恩考の視点を変

か（騎）

0話し合いに関心

を持って取り組め

たか（興味関心）

0発表された内容

を理解することが

できたか（知徴現

解）
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→身近か 名古屋は想像がつかない

身内がいる 遊びに行く

生活園、東海と思われるのは嫌

PHP研究所の永久さん

県をわることも出てくるでしょう

話し合いで分ける

伊賀は伊賀

→住民にまかせる、私たちが決めること

↑ 

関西の伊賀か、

関西でも東海でもないことだ

［ 
三重を分けない

納得いかない人も出てくるから我漫する

↑ 

伊勢が我慢したらよい

ロげは.~1:::~;:芦 ら 東 海

全体で見たらあかん

だから違うの！東海じゃないの

↑ 

今までも関西の文化が入っているんだからそれでいいん

じゃないの

↑ 

どちらかに決めるべきだ

↓ 
みんなの考えはさまざまで、いろんな考え・立場があるね

（県を分ける～伊賀は伊賀という思い～我慢する）

伊そ賀：円のぎ：ん；；；こ::ししよう一
自分の思いをアピールしよう

く第9次> 25~29時

く自分の思いをアピール＞

自分の考え・立場をもとにして、自分の思いをアピールしよ

自分のアピールで手紙やピデオレターをくれた人に応えよう

◎今までの話し合

いの内容を考えな

がらアピールを作

ることができたか

（恩考）

① （アピールしたいことを自分の頭の中で明らかしておいた上で） 自分がふさ ic月的に応じて、

わしいと思う題をつけること ！今まで学んできた

②アピールしたいことは何かがわかるようにすること ｛資料を用いてわか

③そのために今まで調べたり・話し合ったりしてきた中から、どのような内容！りやすいアピール

を欝くか ！を作るこ

もとに、どのように自分なりに結論づけるか iとができたか（資

して残ったこと） ｝料活用）

※①②③④（⑤）をふくんで、自分らしくまとめること c 資料などを切りはりし j@今まで学んでき

てもよい ！た知識を用いてア

（手紙やピデオで答えてもらった人に訴えるようなつもりで書くこと）
， 
， , t'-ルを作ること

iができたか（知識

アビール内容 ｝暉l
く関西に> i 0積極的にアピー

住民第一！！納得できる地域分け戦略 !1いづくりに取り組

伊賀は絶対！！関西やねんで！戦略

伊賀を関西にしてしまえ！戦略

THE伊賀を知ってくれ～戦略

伊賀を関西に！！！戦略

伊賀道州制戦略

三重県を 2つに分けるべき

伊賀「脱東海J戦略

私が関西と思っている理由

大阪を身近に感じる理由

TRAIN 2 走ってし,(TRAIN2 おおさかへ～

伊賀関西化戦略

伊賀関西戦略

伊質を関西に

伊賀関西戦略

電話番号07化運動

く伊賀は伊賀＞

伊賀中寸．戦略

伊質は伊賀だけ

関西と東海の二重

無理矢理は困る

いけんにたいしてのいけん

伊賀「07化」戦略

＜我慢を＞

伊賀は我慢で

く二霞で＞

三重は一つの県

二霞はそのままでよい！！

二取のことでのアピール

アピールの紹介

社会係を中心に謝礼文およびアピール集の発送作業

， 
；めたか（興味関心）



VI 実践資料

〇三重県下の中学校へのアンケート

三重県に関するアンケート集計 2002年 12月 上野市立丸山中学校 1年 A組

① 三重は近畿関西それとも中部東海、あなたはどちらと思いますか？

ア 近畿闊西 イ 中部東海

② あなたは大阪と名古屋どちらを身近に感じますかつ

ア大阪 イ名古屋

r 7 
・オ

ァ
・オ

・・ヴ

す
オ．．

7 
・オ

す

1 3 

中勢甫勢志員東紀州 伊 賀
........ ・・・・・・・・・ ・................や 9念............, 

津 志摩 南牟婁名張 上野
K 中 F 中 A 中 N 中 丸山中

36 67 57 70 : 89 

•…....... 綱0幽...ー・—..……............. ; ........• 
64 33 43 30: 11 

： 
7 f 13 39 41 92 : 96 

9 i-・ ・・・・a・1・・・ ・・ ば;・・・..畿●涵i... ・・・・--・a+狐......4●喩

③ あなたは関西人ですか？

ア はい

20 

イ いいえ

22 29 23 24 18 68:100 

．．．．う．．う---1----,-(tl・-・5玄．」......事..--~---· 

④ あなたが見ているテレビ放送は大阪からの放送ですか名古屋からの放送ですか？

ア 大阪 hら(2•4•6·8·!0·12 チャンネル） イ 名古屋から(I・3・5・9・11・35チャンネル）

6
 

20 

80 

6 I 11 I O~46~69 : 96 
・・・・;;-9―.. ・・・; 蒻~- -----5―4 ... ・・・・3--,--+---・・・4―● 

⑤ あなたは何弁を話しますか？

ア 関西弁に近い イ 名古屋弁に近い ウ 標準籍に近い

41 49 

1 8 

41 

6 :-1-.;.; .. 1---=',t-4',i-_':-: .'.':-
5疇螂● ●●筆.3苓鸞.・・・・sず螂●... 5了... ... 3・1・・-l-螂・・・・・・・・・

⑥ あなたの家の料理の味は？

アうす味 イ こい味

44 

, ..... 
56 

44 
56 

35 

.... 
65 

36 j 47 j 50 t 37 : 59 

・・・・6・4・--・・・・・s・3・・ ・ 皿●..  5も......6血3紳+・幽・4・;--・

⑦ あなたの家の正月のおぞうにの味は？

ア みそ昧 イ しょうゆ味

1 3 1 7 21 

87 79 
.... 竺.., 嫌紐.....・~-+··竺．．十．．竺．．』．．^竺．．．

66 95 76 47 : 3 

⑧ 三重県の電話市外局番についてどう思いますか？

ア 近畿関西と同じ「 07 "Jからはじまって欲しい

イ 中部東海をあらわす今のままの「059・・」でよい

9
 

1 0 6
 

91 

8
 

7
 

1 1 20 35 

・オ

゜
94 1・・ 溶ずr-··9・訂r···s・訂「·--ao···•···

＝ 県には 引山地を境に川が伊勢湾に＼れ＼地域と大駆湾に毘れる地域があるといt碩iん？し｀沿峠晶豆訊？謡忍 2見1このっ平、つふぶふ与な',J三

ア賛成 イ反対 占

ア
え
イ

25 1 0 1 2 

88 

10 1 1 1 7 1 6 30 

90 I 89 I 83 「苓訂： 70 

く数値はすぺて％＞

〇国土交通省・ レビ ・PHP研究所・大阪の人・名古屋の人・熊野の人への依頼文
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ピール「伊賀戦略～伊賀のあり方～」作品例
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VN 指導の分析

•生徒の社会科認識の変化と課題

4月入学時に実施した社会科に対する意識調

査〈社会科で重要なことは〉で生徒は次のよう

に回答した。

入学時…言業を覚える 7人

考え話し合う 6人

しかし，単元終了後の 3月に実施した意識調

査では次のような結果になった。

3月 …言葉を覚える 2人

考え話し合う 19人

また同じく 3月意識調査で，〈報告者の授業

を受けて変わったと思うこと〉〈報告者の授業

の特徴〉について書く項目をもうけた。結果は

以下の通りであっ

調べる 14人

調べる 6人

〈報告者の授業を受けて変わったと思うこと〉

．何事にも取り組む

・ひとつのことに集中できるようになった

よりもたくさん発表できるように・小学校の

なった

・自分の意見を積極的に言えるようになった

• よく発表するようになった

・今までは人の話を聞かなかったけど，

を聞けるようになった

•いっぱい意見を言った，調べものが楽しくなっ

た調べることが好きになりました

・自分でいろんなことについて調べることがで

きた自分で疑問に思ったことを調べられるよ

うになった

・疑問に思ったことを自分で調べるようになっ

人の話

・家族と社会に関わって調べることができた

・はっきり意見が決まるようになった，自分で

調べられるようになった

・文章や考える力が伸びた
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・いろいろな考えができるようになった

・意見の根拠を考えるようになった

人の話を聞く習慣を持たなかった生徒が人

の話を聞いて考えることができるようになった

り，意見の根拠を考えながらいろんな方向から

ものごとを積極的に考え明らかにすることがで

きるようになったと判断できる。

〈報告者の授業の特徴〉

• よく話し合う， 出し合う

・ひとつのことを中心に大きく話が広がってい

＜ 

• 黒板を消さずに，ひとつの疑問についてみん

なで意見を出し合って考えていく

• みんなの意見を聞くところ

• たくさんの人の意見を聞いてくれる

たいことが言える

・いろんな立場に立って授業を作り出してくれ

る

・個人で調べたり考えたりするところ，調べる

のは大変だけどはっきり意見が決まる

• 笑いがあったし，個人で調べることも多かっ

た先生が実際に外国へ行ったり，いっぱい資

料を見たりと，おもしろい

・疑問に思ったことをすぐに言える授業と，た

だあったことをノートに写す授業（ただ写す

のはおもしろくない）の違いがある

• 他の先生は教科書に沿っていくけど，違って

いておもしろい

・教科書通りに進むよりもでてきた意見によっ

て進む方がいいと思う，楽しい，授業をやっ

ている感がある

・手し合うことも大切だと思うけど，他の学校

の子より詳しいことがわからないのではない

か？と思う 他の学校のこと違うことをして

いるので入試の時に困るかもしれない知識を

詰め込まれることはなかったけど，知識を私

は持っているのか？心配になる

・教科書を使わないこと，塾の先生に入試の時
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に困ると言われた，かなり心配

「ひとつの疑問についてみんなで話し合って

いく」「いろんな立場に立って授業を作り出し

てくれる」「調べるのは大変だけどはっきり意

見が決まる」などから， 4月にめざしたこと，「生

徒が自分で問題や課題を見つけ，自ら考え判断

しながら，自ら解決していく資質や能力，すな

わち問題解決の方法や学び方を身につけるとと

もに，問題解決の喜びを実感できるような授業

を構想したいと考える」は，ほぼその目標に近

づくことができたと思われる。

ただ，ここで注目したいのは，「教科書通り

に進むよりもでてきた意見によって進む方がい

いと思う，楽しい，授業をやっている感がある」

と「話し合うことも大切だと思うけど，他の

学校の子より詳しいことがわからないのではな

いか？と思う，他の学校の子と違うことをして

いるので入試の時に困るかもしれない。知識を

詰め込まれることはなかったけど，知識を私は

持っているのか？心配になる」という二つの授

業に対する感想の対立である。考えて話し合っ

たり調べたりする授業は，知識定着という面で

効果があるのかという問題である。一部の生徒

の「話し合いを中心とする授業を続けていて，

受験に必要な知識がきちんと身に付いているの

か」という考え，また一部の教師や保護者の「話

し合いよりも，教師がきちんと説明してやるほ

うがよく理解できるし，覚えられるはずだ」と

いう考えに対して，話し合いを中心とした授業

が，社会認識を育てるということだけでなく説

明する授業と比べても知識の定着や理解の促進

に差がない（もしくは知識の定着や理解の促進

においても有効である）ということを証明しよ

うとした研究報告(2)がある。ある単元について，

説明中心に授業をおこなったクラス（説明群）

と話し合い活動中心で授業をおこなったクラス

（話し合い群）を設け，事前，事後， 3ヶ月後

の知識の定着を測り分析したものである。結果

は話し合い群のほうがより多くの知識定着がみ



られ，特に 3ヶ月後の差が大きい。また，話し

合い群の成績下位層に対してより多くの知識定

着の効果がみられることがわかる。

このように話し合いを中心とする授業のほう

が，知識定着においてもより効果的であるとい

える。

子どもが授業中前向きに取り組めるとき，消

極的でやる気がなくなるときについて報告者が

かつて勤務した中学校のアンケート結果 (3) が

ある。

質問：「授業中，前向きに取り組めることがで

きるのはどんなときですか」

① 興味を持っていることを学習するとき

や，実験をとおしたり，教科書を離れて学

習を深めたりするなど未知の分野を学習し

ていると実感することができるとき。

② 自分なりに納得したり解決したりするこ

とができたときや，学習の過程を振り返っ

て成果を確かめることができたとき。

③ 自分たちが主体であることを意識しなが

〈註〉

(1)平成16(2004)年11月1日，上野市伊賀町島ヶ原村・

阿山町・大山田村・青山町は合併して，伊賀市と

なった。
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ら学習に取り組むことができるような授業

の展開や，他の生徒とともに学習を進めて

いる実感が味わえるようなときや，先生や，

まわりの雰囲気が生き生きしているとき。

④ 体調のいいとき。

質問：「授業中，消極的になったりやる気がで

なかったりするのはどんなときですか」

難しいときや，わからなかったとき，発

表できなかったときなど，学習の成果を確

かめたり，満足することができなかったり

したとき。

② 説明ばかりの授業で自分から考えたり活

動したりする場面が少なく退屈だったり，

周りの雰囲気が沈んでいたり，のびのびと

活動することができなかったりするとき。

③ 体調の悪いとき。

このように生徒にとっても望ましい授業と

は，自らの興味• 関心にしたがって主体的に関

われるような授業であるといえるだろう。

(2)小川雅弘「中学校社会科授業における話し合い活

動の学習効果」（全国社会科教育学会第 46回大会）

(3)三重大学教育学部附属中学校『研究紀要第 18

1996, pp9 -10 


